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中学生になるとLINEの利用率は一気に拡大 子どものICT利用に
期待すること
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心配事

食事中にスマホを
利用しないルールは

小学6年生になると学校や塾の宿題 学年が上がるに
ともない全体的に
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小中学生男子の過半数

小中学生の約半数の保護者

毎日YouTubeを見る
小中学生

超える

 スマートフォン利用率

ゲーム機でインターネットを利用

緊急時に子どもと連絡が取れるように
スマホ・ケータイを持たせている

家族などで共有している
ものを含む

毎日利用する
子どもは   

3割を超えるいずれの学年でも

約
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毎日インターネットで
調べたり動画を
見たりする子ども

機器を使えるようになる

過半数

が設定

スマートフォンを
利用する中学生の

受験等で忙しくなる小5～小6， 中2～中3に減少
しかし， 親子間のメッセージ利用頻度は学年が上がるにつれて拡大
中学生の過半数が週に1回以上メッセージをやりとり

知識が広がる 使い過ぎに関する心配事

いずれの
学年でも

親子間の
会話時間 減少傾向

約

中学1年生で

中学生になると ICT利用の親子間
ルール設定率は

8割スマートフォンを
利用する小中学生の
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